
 
 

 
読書週間の取組                     校長 高鍋 恭子 

９月２４日～２６日に、６年生と興津自然学園へ行ってきました。天候にも恵まれ、友達と一緒に過ごす３日間は小

学校生活で心に残る思い出の一つとなったようです。バスの中では子どもたちが司会を行い、バスレクを盛り上げる様

子にバスガイドさんも褒めてくださいました。私が感心したのは、自分たちのことだけでなく相手のことを思いやって

助け合う場面が多く見られたことです。例えば、食事係は自分の部屋だけでなく、まだ終わっていない部屋の配膳も率

先して手伝ったり、荷物の整理ができていない友達がいると一緒に手伝ってあげたりしていました。１０月後半には５

年生が八ヶ岳へ宿泊に出かけます。６年生の素敵な姿を手本に充実した３日間を過ごしてきたいです。 

さて、全国学力学習状況調査（６年生：４月に実施）の意識調査によると、本校では「読書は好きですか」の質問に

８割以上の子どもが「好き」と答えています。また、「学校の授業時間以外に普段（月曜日から金曜日）１日当たりどれ

くらいの時間、読書をしますか（電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）」の質問には、東根小

は50.8％の子どもが30分以上読書をしていると回答し、これは全国(30.1%)・都(36.6%)よりも１割以上高くなって

います。一方、「全く読まない」と答えた人の割合も、全国(29.2%)・都（25.6%）に対し本校では8.2%と少ない割

合になっています。家庭にある本の冊数が100以上と答えた割合が58%であり(都は38％）、家庭の蔵書数が多いこ

とで子どもが本を手に取る機会が多くなっている一因と考えられます。「親が本好きだと子どもも本好きになる」とよ

く言われていますが、保護者の方も本好きが多いのではないかと思われます。 

１０月２７日～１１月９日は「読書週間」で、東根小学校では、学校全体で読書推進の取組として「おすすめの本」

を紹介する取組をしています。この機会に、友達のおすすめ本の中で興味をもった本を手に取って読み、本のジャンル

の幅を広げ、本の世界の面白さを味わうことができるとよいと思っています。 

１０日（金）の前期終業式には、通知表が渡されます。前期の学習や生活を振り返り、お子様の成長したところや頑

張りを褒め、新たな目標に向けて励ましの声掛けをお願いします。後期も引き続き、一人ひとりの子どもたちがさらに

成長できるよう、指導してまいります。 
が興津自然学園へ行ってきました。友だちと一緒に過ごす３日間は子どもたちにとっても小学校生活で心に残る思い出の一

つとなったようです。１日目の夜はあいにくの雨でキャンプファイヤーの代わりに室内でのキャンドルファイヤーとなりまし

た。場所が狭くなり、動きが変わったのですが、場に応じてレク係が進行し、周りの児童もレク係の進行に協力し、拍手をし

たり、応援の声をかけたりと会を盛り上げていました。このようにレク係だけが頑張ればいいのではなく、みんなで楽しい活

動になるように周りの人たちも思いやりの心をもって参加することが自然にできているところが６年生のすてきなところだと

思いました。１０月中旬には５年生が八ヶ岳自然学園に行ってきます。６年生の姿を手本として、充実した３日間を過ごして

きたいです。さて、９月１９日に文化庁が「読書週間」に関する調査を発表しました。それによると、１か月間に読んだ本の

冊数が小学生は１２．６冊で１０年前と比べて２冊増加したそうです。ちなみに、中学生は５．５冊で１冊増、高校生は１．

９冊でほぼ横ばいだそうです。小学生の読書量が増えたことについて、小さいころからの読み聞かせを行っていること、ビブ

リオバトルなど読書に興味がもてる取組が増えていることを挙げられていました。東根小でも、昨年の１０月から、保護者の

方のご協力の下、保護者・地域の方による読み聞かせを復活しています。読み聞かせをしてもらうことで、今まで読んだこと

のないジャンルに触れることができたり、読書に対する関心が深まったりします。 

読書をすることで、創造力を養うことができ、他者の考えに触れることができます。「読書をした本の冊数の高さから世界を

見ることができる」という言葉を聞いたことがあります。読書量が少なければ、見える世界が狭くなりますが、読書量が多け

れば多いほど幅広い視野で物事を見て、考えることができます。本を読んだ冊数が多い子ほど、語彙が豊富になることも皆さ

んがご存じの通りです。今年度はPTAからも本をたくさん購入していただき、おかげさまで、図書室の本も潤ってきている

ところです。今月は、今まで、あまり読まなかったお子さんにも読書の楽しさを味わわせていく指導をして参ります。 

先の調査では、子どもの読書量に反して大人の読書量については１か月に１冊も読まない人の割合が６２．６％にのぼり、

読書離れとなっています。この結果を聞いて、私自身も昨年度の方が本を読んでいたなあと自分を反省し、「読書の秋」と言わ

れているこの機会に、読書の時間を捻出していきたいと思っています。それぞれのご家庭で、子どもたちと一緒に読書に親し

んでみてはいかがでしょうか。  １１日（金）の前期終業式には通信表が渡されます。前期の学習や生活を振り返り、お子

さんの成長したところをご家庭で確かめ、その努力を褒めてあげてください。学校でも、後期に向けて、子どもたち一人ひと

りが 

さらに成長できるよう、努力してまいります。後期が始まると遠足などの校外学習、そして学芸会に向けての準備がはじまり

ます。目標をたて、そのために何をするべきなのかを明確して、さらに一層力を伸ばしていけるよう、指導をしてまいりま

す。 

令 和 ７ 年 ９ 月 ３ ０ 日 
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東根だより 
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特別支援教室「ひまわり教室」から 

西階段そば３階、図書室に行く途中に「ひまわり教室」があります。４月には１年生、夏休み前には２年生に「ひ

まわり教室はどんなところ？どんな勉強をするところ？」をテーマにした授業を行いました。子どもたちに特に伝え

ているのは、「ひまわり教室に通っている子どもたちは、こうなりたいという願いや、やる気をもってがんばってい

る。」ということです。「姿勢がよくなりたい。」「みんなの前で緊張しないで発表できるようになりたい。」「自分の

気持ちが伝えられるようになりたい。」「字を上手に書けるようになりたい。」「音読がスラスラできるようになりた

い。」等の願いをもっていることを紹介すると、「自分も同じだなあ。」という声も聞かれ、共感している様子が見ら

れました。自分も利用したいという声もあったため、保護者の方や担任とよく相談し、必要があれば申し込むこと

ができる、ということも伝えました。今後も、児童が自己理解を深め、自分の目標に向かって努力するための力に

なっていきたいと思います。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳地区公開講座について 
 
道徳の授業公開について 

日時 ： １１月 １日（土）１、２、３、５校時  

※何時間目に道徳の授業を実施するかは、後日お知ら 

せする時間割をご確認ください。 

講演会について 

日時 ： １１月 １日（土）午前１０時５５分～１１時４５分 

場所 ： 多目的室 

講師 ： 東京都立中野特別支援学校 主幹教諭  

栗原 順美子先生 

講演テーマ 『レジリエンスについて』 

 

 

学校公開について 
  

１０月３１日（金）、１１月１日（土）に学校公開を

実施します。年間を通して、それぞれ違う曜日の授

業を参観いただけるよう計画しており、今回は金

曜日には金曜日の、土曜日には月曜日の時間割

教科を中心に授業を計画します。時間割の詳細

は後日H＆Sにて配信いたします。是非この機会

に、子どもたちの学校での様子をご参観ください。 

〈授業公開時間〉 

１０月３１日（金） 午前８時３５分～午後０時３０分 

             午後１時３０分～午後２時５５分 

１１月１日（土） 午前８時３５分～午前 10時 55分 

 ※４校時は道徳地区公開講座の方にご参加ください。 

             午前１１時５０分～午後０時３０分 
※講演会への出欠について右のQR 

コードから回答をお願いします。 

 

レジリエンス」とは、困難な状況やスト 
レスに直面した際にそれらにうまく適応 
し、迅速に立ち直る能力のことです。 

４年生の様子 
４年生は、総合的な学習の時間に、福祉にまつわる調べ学習を行うとともに、様々な体験学習を行ってきまし

た。６月には難聴の方のお話を聞く体験、７月には点字体験、９月には車椅子体験を行いました。 

障害をもつ方々や、近隣の福祉工房で働く職員の方々と実際に交流する体験を通して、子どもたちは今まで

に思いもしなかった気付きを得たり、相手の立場に立って考えることの大切さを知り、自分にできることはない

かと考えたりすることができました。 

相手の立場に立って考えて行動することは、クラスや学年の仲間とのよりよい学校生活を、将来的には社会

生活を送る上でも大いに役に立つ生きる力でもあります。４年生の子どもたちには、この学習を通して得た学

びをこれからの自分の生活の中で生かしていってほしいと願っています。 


